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１．現代ＧＰシンポジウム開催について 

  テーマ「オリンピックと双方向スポーツ教育活動」 

  本年度は、平成 17 年度に採択された文部科学省の現代ＧＰ「バリアフリーによ

り双方向スポーツ教育活動」の最終年度となります。また、北京オリンピック、パ

ラリンピック開催の年でもあり、岡山大学の学生および卒業生、さらにはスポーツ

教育センターがサポートしている選手が計 8名出場しました。そこで今回のシンポ

ジウムでは、オリンピック出場者とともに、競技力と教育について話し合い、本セ

ンターのこれまでの取り組みを総括します。 

講師は岡大関係オリンピック選手、パラリンピック選手、天満屋女子陸上部の中

村選手を予定しています。これらの出場選手に登壇いただき、オリンピックに向け

たトレーニング、スポーツ振興活動・指導などに加え、岡山大学および地域に対す

る提言や、今後のスポーツ活動についての抱負などを語っていただきます。 

  大学生および一般の人にご参加いただき、出場選手のお話からたくさんのものを

吸収し、今後のスポーツ活動へつなげていただきたいと考えます。 

 

 

２．スポーツ教育センター平成 21 年度出前講座について 

  スポーツ教育センターでは、平成 18 年度より学校やスポーツ少年団、公民館な

ど学外へ出向き出前講座を行ってきました。内容は、「子どものスポーツ」、「スポ

ーツ傷害」、「中高年の健康づくり」、「高齢者のための転倒予防」などです。 

平成２１年度も引き続き月 1回程度の出前講座を予定しており、現在募集をして

います。希望する団体は、12 月 16 日(金)までにスポーツ教育センターまで申し込

んでいただけるように、市町村等に案内をだしています。応募多数の場合は抽選と

なり、希望に添えない場合もありますのでご了承下さい。 


